
平成 30 年度愛知県アレルギー疾患医療拠点病院実績報告書 
病院名： 名古屋市立大学病院                    

愛知県アレルギー疾患医療拠点病院設置要綱に基づき、下記のとおり報告します。 

１．病院の機能及び医師等の配置（令和元年５月１日現在）

 

２．アレルギー疾患に関する「情報提供」「人材育成」「学校、児童福祉施設等におけるアレルギー疾患対応への助言、指導」の取組 

 実    績（平成 30 年度） 今 後 の 予 定（令和元年度） 

診療科 対象者 内容 診療科 対象者 内容 

情

報

提

供 

講
演
会
等 

内科 一般市民 喘息・COPD（慢性閉塞性肺疾患）に関する啓蒙講演 内科 開業医 喘息を含むアレルギー疾患へのプライマリケア 

内科 開業医 喘息を含むアレルギー疾患へのプライマリケア 小児科 教職員 食物アレルギーについて 

他 

耳鼻科 医師、薬剤師 第 45 回東海花粉症研究会主催 耳鼻科 医師、薬剤師 第 46 回東海花粉症研究会主催 

   皮膚科 一般住民 名古屋市立大学 社会人の学びなおし対応教育推進プログラム 

医療・保健 学びなおし講座「日常診療にみる皮膚アレルギー」（年 1 回、

30 名） 

人

材

育

成 

研
修
会
等 

内科 薬剤師 吸入療法に関する実技・実践を含む講演会 内科 薬剤師 吸入療法に関する実技・実践を含む講演会 

内科 研修医 初期研修医セミナーにおける講義 小児科 看護師、薬剤師、

栄養士など 

食物アレルギー児の管理、アトピー性皮膚炎の管理について 

助 言 

指 導 

内科 患者 公害認定患者の転地療養付き添い・助言 内科 患者 公害認定患者の転地療養付き添い・助言 

内科 行政 公害認定患者の認定・認定更新指導 内科 行政 公害認定患者の認定・認定更新指導 

 

３．アレルギー疾患における「診療」「研究」の取組 

 実    績（平成 30 年度） 今 後 の 予 定（令和元年度） 

診療 

気管支熱形成術施行実績・東海地区第 1 位（内科） 

アトピー性皮膚炎患者への生物学的製剤投与、アトピー性皮膚炎患者の教育入院の受け入れ 

手術室を使用してのプリックテスト（皮膚科） 

上・下気道アレルギー疾患の包括的診療（内科、耳鼻科） 

病診連携の強化による地域の小児アレルギー診療体制の構築（小児科） 

アトピー性皮膚炎の治験参加、導入（皮膚科） 

研究 
英文原著論文：内科 7 報、耳鼻咽喉科 5 報 

学会招請講演：国外 4、国内 6（内科） 

喘息合併慢性副鼻腔炎の病態と治療（内科、耳鼻科） 

モデルマウスを用いたアレルギー疾患発症の機序の解明（小児科） 

 

４．アレルギー疾患に関する特記事項（独自の取り組み） 

重症難治性喘息に対する包括的評価と治療（他院では行いにくい誘発喀痰検査、咳受容体感受性試験などを駆使：内科） 
 

項   目 該当  医師の配置 アレルギー学会会員数 うち専門医数数 うち指導医数 

一般社団法人日本アレルギー学会の認定教育施設であること ○  内科 16 4 2 

内科、小児科、皮膚科、眼科、耳鼻いんこう科領域の診療科が全て設置され、その医師が常勤してい

ること、または、愛知県における小児アレルギー疾患医療の中心的な役割を担っていること 

○  小児科 1 1 1 

 皮膚科 4 0 0 

アレルギー疾患に関する専門的な知識と技能を有する薬剤師、看護師、管理栄養士等が配置されてい

ること 

○  眼科 0 0 0 

 耳鼻いんこう科 2 2 1 

〔配置状況〕 吸入薬指導に習熟した、吸入療法マイスター（当院が認定）の資格を有する複数の薬剤師       

資料１ʷ２ 


